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1配偶者選択の点から見た身体に対する
接触回避の適応的意義
羽成隆司 河野和明 伊藤君男
要約
嫌悪や接触回避が、われわれにとって有害な人物を拒絶する機能を持つのであれば、これらは
配偶者選択においても、重要な役割
功に とっ て合 理 的で ある
はじ め に
望ましくない異性を配偶者候補リストから除外する機能
に対する接触回避の性差について論考した。女性回
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女性は配偶者選択における失
を持つー を果たしているのではないか？　本研究は、スティグマ的属性を持つ異性- そのた
め、配偶者候補となることが不利になる
答者は、一般的な嫌悪状況に対して男性回答者よりも嫌悪感が強いが、ほとんどのスティグマ人
物について、スティグマ女性よりもスティグマ男性に対して、接触したくないという反応を示す。
一方、男性回答者では、ほどんどのスティグマにおいて、スティグマ男性とスティグマ女性両方
に対して同程度の反応を示す。これらの結果を、進化心理学的視点にもとづいた配偶者選択の観
点から検討した。そして、ヒトの繁殖行動における性差の要因
に依存 し てい る と結論づ け た。
敗のコストが男性より大きいため、望ましくない特徴を持つ異性を強く回避することが、繁殖成
合も含めて、言葉以外の様々なメッセージを発し
ている。そして、それらを見る側も、身体から様々
なメッセージを受け取ることになる。たとえば、
第一印象の大部分は、身体の外見で形成されてし
まう。目が吊り上がっている顔をしている人は怖
そうとか意地悪そうとか、太っている人はおっと
りした性格に見える。こうした印象は瞬時に生じ
る。また、外見に現れている何らかの大きな損傷
（スティグマ）は、一定の不快感情やその人物に対
する回避行動を誘発することが普通である。倫理
的、道徳的な観点からそれらを直接表出すること
は抑制されることが多いけれども、不快感情や回
避傾向の生起自体を完全にコントロールすること
は難しい。
1-2. 身体 から発せられるメッセージ
われわれが他者と正確にコミュニケーションす
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1-1. メデ ィア と して の身 体: コミ ュニ ケ ー
ショ ン にお ける身 体 の役 割
まず、われわれの身体がメディアとして機能し
てい ることを確認しておきたい。「メディア」を
コミュニケーションのための媒体、すなわち、人
と人とをつなぐ手段と考えたとき、われわれの「身
体」 もまた重要な口ミュニケーションの媒介手段
であると言える。われわれは他者と対面している
とき、身体を通して言葉を発し、表情やしぐさを
交えて、意志の伝達を行う。むしろ、身体こそもっ
とも原初的なメディアと見ることができる。とく
に身体は、表情、しぐさ、姿勢、動きなどによっ
て、それらを行う本人が明確に意図していない場
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るときに用いるもっとも効率的な手段 は、言語で
ある。とくに他者を説得するときや、態度を変え
させるときのような複雑な情報のやりとりが必要
な場合には、言語的コミュニケーション（verbal
communication ）を行う。しかし、コミュニケー
ションは、身体を中心とする言語以外のチャネル
を用いても頻繁に行われている。言語以外のチャ
ネルによるコミュニケーションを非言語的コミュ
ニケーション（verbal communication ）という。
非言語的コミュニケーションは、状況によっては
言語的コミュニケーション以上に対人関係のあり
方に大きな影響を与える。とくに対人関係の感情
的側面においては非常に重要である。非言語的コ
ミュニケーションのチャネルには、姿勢、身振り、
表情、視線、瞬目（まばたき）、対人距離、服装、
化粧などのほか、姿勢の反響や動作の共調など、
身体の動 きを伴うものもある。これらによって多
くの情報が発せられている。言語に伴うアクセン
トや声の大きさ、話す速さなどもチャネルである
が、多 くのチャネルは身体にかかわるものであり、
身体がメデイアとして機能七ていることがよくわ
かる。たとえば、「相手の話を聴く」場面では、“あ
いづちやうなずぎ を交えながら、“軽い前傾姿勢”
で、“相手の目を見”ながら、“余計な手足の動き
をしない”ことが、話し手からの信頼が得やすい。
いずれも身体のわずかな動 きに過ぎないが、コ
ミュニケーションに及ぼす効果は非常に大きいの
である。
1 -3. 正直な信号のメディアとしての身体
では、なぜ身体が発する情報はコミュニケー
ションへの効果が大きいのだろうか。端的に言っ
て、それは言語的コミュニケーションに比ぺて身
体が発する情報が発信者の状態をより正しく伝え
るからである。人間は、複雑な言語を運用する能
力を備え、きわめて精密な情報を効率よくやりと
りできるようになった。しかし、言語は意識に
よって操作できる、いわゆる制御的な信号系であ
り 、 そ の気 に な れ ば発 話 者 の 意 図 で 内 容 を ど の よ
引 こで も改 変 で き る。 絶 対 にあ り 得 な い 世 界 す ら
言 語 に よ っ て き わ め て 豊 か に 表 現 可 能 な こ と は 、
で き の よい フ ァ ン タ ジ ー 小 説 を 一 読 す れ ば即 座 に
理 解 で き る だ ろ う 。 日 常 的 に も、 こ の よ う な 能 力
を 使 っ て 、 実 際 に 人 は 日 常 的 に 嘘 を つ い て い る
（DePaulo et al 。1996 ）。 言 語 に よ る 情 報 は、 精 緻
で 、 複 雑 で、 そ し て と き ど き 虚 偽 な の で あ る 。 こ
の よう に発 信 者 側 か 簡 単 に 虚 偽 の 信 号 を送 信 で き
る 言 語 は、 受 信 者 側 に と っ て 非 常 に や っ かい な 情
報 源 と言 え る 。 言 語 か ら 得 られ る 情 報 は豊 か で 精
密 で あ る。 そ の 内 容 が 真 で あ る 限 り に お い て 、 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 利 益 は 大 きい 。 し か し 、
もし そ れ が 偽 で あ る な ら 、 取 り 返 し の つ か な い 失
敗 を し か ね な い 。 た と え ば 、 パ ー テ ィ ー会 場 で 、
「 あ な た の よ う な 有 能 な 人 は殺 し て や り た い よ 」
と 話 し か け ら れ た ら、 す ぐ に 通 報 し なけ れ ば な ら
な い の だ ろ う か ？　 そ れ と も、 相 手 の 肩 を た た い
て こ ち ら も 軽 口 を た た け ば い い の だ ろ う か ？　 そ
れ は 、 発 話 者 が 怒 り に 身 を震 わ せ て い る の か 、 逆
に 話 し 相 手 を賞 賛 し て に こ や か に 笑 い か け て い る
の か を見 極 め な け れ ば 判 断 で き な い 。 ま た、 発 話
者 が 手 に も っ て い る も の が 飲 み 物 の グ ラ ス な の か
凶 器 に な る よ う な何 か な の か に も よる だ ろ う 。 こ
こ で もし 判 断 を 間違 え た ら、 パ ー テ ィ ー 中 の 笑 い
もの に な る か 死 体 に な る か 、 い ず れ にせ よ ダ メ ー
ジ は甚 大 で あ る 。 多 く の 場 合 、 言 語 情 報 だ け で は
そ の 内 容 を ど う 受 け 取 っ て い い の か 確 定 で き な い
の だ 。　＼
一 方 、 非 言 語 的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は、 姿 勢 、
表 情 、 声 色 な どで あ り 、 こ れ ら は あ る程 度 制御 的
な プ ロ セ ス で は あ る もの の、 意 識 的 な 制 御 が 相 対
的 に難 し い 信 号 系 で あ る 。 た と え ば 、 情 動 生 起 直
後 の顔 面 表 情 の 微 細 な 変 化 は 意 図 的 な 隠 蔽 が 難 し
い こ と が 知 ら れ てい る （エ ク マ ン 、1992 ）。 ま た、
笑 顔 は、 心 か ら の 笑 顔 （ デ ュ シ ェ ン ヌ 笑 い ） と作
り笑 顔 に 比 較 的 明 確 な 違 い が あ り 、 そ れ に は 神 経
生 理 学 的 な 背 景 を も つ こ と が 知 ら れ てい る （ ダマ
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シオ、2000）。こういった身体的な表出は、代表的
な非言語コミュニケーションの信号である。行動
生態学の文脈では、発信者の状態を受信者に対し
て正確に伝達する信号を「正直 な信号（honest
signal）」と呼ぶ（Cartwright, 2000）。言うまでも
なく正直な信号は受信者側にとってより信頼の置
ける信号である。われわれが一般に、ごくわずか
な表情の変化など、コミュニケーション相手の身
体表出に対して非常に敏感であるのはここに起因
する。
人は、比較的正直な身体表出と、正直なときも
不正直なときもある言語表出とを取り混ぜて、虚
実様々なコミュニケーションを行づている。そし
てわれわれは、これら2 つのチャネルからもたら
される信号が意味することを照合しながら、相手
の意図や伝達される情報の正否などを絶え間なく
推し量っているのである。
1-4. 本 研 究の 目的
上 記の例では、身体から発せられる視覚的な
メッセージについて言及したが、さらに身体は接
触を介したメディアとしても機能する。後述する
ように身体接触は愛着（attachment ）の基礎をな
すものであり、情緒の安定や互いの信頼感をもた
らすものでもある。
その一方で、何らかのスティグマ的特徴を持っ
た身体に対しては、それを警戒し、接触を回避し
ようとする行動をとることがある。ある対象に対
する嫌悪感や、それとの接触を回避しようとする
ことのおもな機能は、有害なものや人物を拒絶し、
自身を防衛することにある。本論考では、このよ
うな身体に対する接触回避に着目し、その適応的
意義について検討する。とくに、スティグマ的特
徴を持つ、自身と同年代の異性とのコミュニケー
ション場面において生じる接触回避について考察
したい。ここでは、「自身と同年代の異性とのコ
ミュニケーション場面が、潜在的に配偶者選択の
可能性を含んでいるならば、直接 または間接的な
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接触場面において、望ましくない身体的特徴を
持った異性を回避しようとする行動が見られる」
という仮説を検証してみる。　　　ニ
以下、本論文では√コミュニケーションにおけ
る身体接触の役割について概説をした後、われわ
れの調査結果にもとづいて、身体への接触回避の
適応的意義と配偶者選択における性差の要因の関
係について、進化心理学的な観点から論考してい
く。
2 。コミュニケーションにおける
身体接触の効果
2-1. 愛 着 と身体 接 触
子どもと親、恋人どうし、親しい友人どうしな
ど、緊密な関係にある場合はそれぞれのしかたで
身体接触を行っている。身体接触は、愛情を確認
し、安心感を与える、与えられるという効果を持
つという点で、コミュニケーションの基礎をなす
ものである。
接 触 と コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン につ い て は、
Harlow  ＆Mears  （1979）の代理母親を使った愛着
形成の要因を調べた研究が有名である。この研究
では、アカゲザルの赤ん坊を本当の母親から引き
離して養育した。そして、針金製の代理母親と布
製の代理母親をペアにして呈示して、赤ん坊がど
ちらを好むかを観察した。赤ん坊は、ほとんどの
時間を布製の代理母親のところで過ごした。針金
製の代理母親の方からミルクが与えられる条件で
は、そちらへ行ってミルクを飲むことがあっても、
それが済めばやはり布製の代理母親の方で過ごし
た。針金を暖かくして、布を冷たくしておいても
結果は同じであった。これらの結果から、愛着の
形成には、ノ食べ物を与えてくれるかどうかという
こどよりも、快適な接触感（接触の快）が重要で
あると結論づけられた。
なお、この実験のアカゲザルの赤ん坊は、本物
の母親を奪われた状況で育つ ということになる
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が、こ れを「マターナル・ディプリペーション（母
性剥奪）」と言う。このアカゲザルは、発育の過程
で様々な異常を示す。情緒が不安定になることが
多く、自傷行為（自分の毛を抜いたり、手足をか
んだりする）や常同行動（意味なく何度もその場
でとんぼ返りなどの同じ行動を繰り返す）などが
よく見られる。さらに、成長した後も、他のサル
とのコミュニケーションがうまくいかず、つがい
を作ることが困難になる。メスの場合、子どもを
産んでも、通常の子育てができないなどの深刻な
問題が生じることが多いとされている。マターナ
ル・ディプリペーションの影響は、ヒトの場合で
も類似の症状が確認されている（Bowlby,  1973）。
これらの知見から、通常の親子関係で、子ども
が親に愛着を持つこ とと、親に抱かれるときに感
じる接触の快とが非常に重要な関係があることが
わかる。もし、そうした身体接触が不充分な場合
には、様々な異常が現れることがあるので、親子
間の身体接触は正常な発育にとって不可欠なので
ある。だからこそ、幼い子どもは親に抱かれるこ
とを好むのであるし、とくに不安な場合にはそれ
が顕著になるわけである。
子どもから親への愛着だけでなく、身体接触を
求めることは、親密な者どうしのコミュニケー
ションには普通に見られる。子どもが親に抱かれ
たいと感じるのと同様に、親も子どもを抱きしめ
たい欲求を持つ。恋 人同士では性的な接触も行わ
れる。性的な関係がない場合や同性間でも、軽ぐ
抱き合う、ねぎらいの意味を込めて身体に軽く触
れるな＼どはよく行われている。
2-2. 化 粧 の起 源
モリスによれば、化粧も元来は接 触によるコ
ミュニケーションの機能があったという。イヒ粧の
起源は、複数のサルが互いに行うグルーミング（毛
繕い）であるとモリスは指摘している（モリス・
石田、1999）o グルーミングの第一の目的は、寄生
虫やゴミを取り除き、毛をきれいに保つことにあ
るが、友好性を保つ機能も持っているという。つ
まり、接触によるコミュニケーションである。モ
リスはこれを「社会的グルーミング」と言ってい
る。ヒトでも、スーダンのヌバ族やニジェールの
ウォーダペイ族は、現在でも互い化粧を施し合う
という習慣を持っている。互いに化粧をし合うこ
とは、友好性の確認や強化とともに、接触による
マッサージの効果とそれによる気分の安定め効果
をづもたらす。グルーミングと化粧が同一の起源を
持つものと結論づけるには議論の余地があるが、
鏡が日常的に使用される以前は、ヒトの場合も、
化粧は他者によって施されていたわけであり、接
触によるコミュニケーションを伴うものであった
ことは確かである。
以上のように、親密な関係の者どうしは身体接
触の頻度が多くなるわけであるが、こ れを逆から
見ると、かかわりたくない他者に対しては、それ
を嫌悪したり接触を回避したりするというこ とに
なる。以下、身体接触への嫌悪や回避について検
討してみよう。
3 。嫌悪感・接触回避の適応的意義
3-1. 嫌 悪感 の し く み　　　　　　 犬
有害なものや人物を嫌悪したり回避したりする
行動は、“元来ば 白身を守るための機能として進
化 し て き た。こ の こ と は、Rozin ，Haidt. 、
McCauley,&  Imada  （1997 ）、Rozin, Haidt,  ＆
McCauley （2000 ）による嫌悪の理論で強調され
ている。 Rozin らの理論では、嫌悪感のもっとも
基礎にあるのは、“まずい昧distaste" べの嫌悪で
あり、続いで 中核的嫌悪core disgust” （食物、
摂食、糞尿等の身体産物、動物等べの嫌悪）、“動
物的性質への嫌悪animal disgust" （性・死・不衛
生・奇形や毀損された外面への嫌悪）へと発展拡
張していったとされている。さらに、これが、“対
人嫌悪interpersonal disgust" （直接的あるいは間
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接的によそ者や望 ましくない人と接触することへ
の嫌悪）、“道徳的嫌悪moral disgust ” （特定の道
徳違反への嫌悪）へと進化したどする。これらの
嫌悪感は自身や所属する社会を守るための適応的
な意義を持つ。まずい味への嫌悪は毒物から、中
核的嫌悪は病気や感染から、動物的性質への嫌悪
は死から、それぞれ身体を守るための行動を動機
づけるために生起する感情ということになる。対
人嫌悪にかんしては、人々は、奇形、病気、ある
いは不道徳な前歴など、望ましくない特徴を持っ
ている者を嫌悪したり、避けたりすることが実証
さ れて い る（Rozin,  Markwith,  ＆McCauley,
1994 ）。対人嫌悪も道徳的嫌悪も、自身や社会の
秩序を守るために機能する感情と位置づけられ
る。このように嫌悪は適応上非常に重要な役割を
持っていると考えられるが、データ収集の難しさ
などの理由もあって、嫌悪をテーマとした研究は
必ずしも十分ではない。
3-2. 配偶者選択にお ける対人嫌悪
ヒトの配偶者選択にかかわる行動には、文化を
越えて見られるいくつかの明確な性差がある。例
えば配偶者選好の性差については、世界の多くの
地域と文化を対象とした調査を行ったBuss
(1989、1998)によって明らかにされている。一般
に、男性も女性も、親切で、理解力があり、知的
で、信頼でき、健康で、創造的な配偶者を選好す
る。しかし、男性は女性に比べ、配偶者の若さや
身体的魅力を重視する一方、女性は男性に比べ、
配偶者の高い収入や将来にわたる財政的な見通し
を重視する。この性差が生じる理由には、社会的
または文化的な影響が当然考えられる。しかし、
多くの文化に共通してこの性差が見られることか
ら、生物学的な要因を推測することが可能であろ
う。
性差をもたらす要因として最も重要なのは、女
性は男性よりも繁殖行動に伴うコストがはるかに
大きいことである。精子の生産が短期間ででき、
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数 十 年 に わ た る 繁 殖 行 動 が 可 能 で あ る 男 性 に 対 し
て 、女 性 は 妊 娠 や 出 産 に 伴 う リ ス ク が 莫 大 で あ り 、
繁 殖 適 齢 期 が 男 性 に 比 べ て 短 い 。 こ の こ と は 、 配
偶 者 選 択 の 失 敗 に よ っ て 生 じ る コ ス ト が 、 男 性 よ
り も 女 性 に と っ て 甚 大 で あ る こ と を 意 味 す る 。 そ
の た め 、 女 性 は 男 性 よ り も 、 配 偶 者 選 択 に 慎 重 で
あ る 必 要 が あ る 。 配 偶 者 選 択 に お け る 対 人 嫌 悪 を
考 察 す る 際 に は 、 こ の 性 差 を 念 頭 に 置 い て お く 必
要 が あ る 。
さ て 、 対 人 嫌 悪 が 、 わ れ わ れ に と っ て 有 害 な 人
物 を 拒 絶 す る 機 能 を 持 つ の で あ れ ば 、 そ れ は 配 偶
者 選 択 に お い て も 、 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る の
で は な い か ？　 す な わ ち 、対 人 嫌 悪 や 接 触 回 避 は 、
望 ま し く な い 異 性 を 配 偶 者 候 補 リ ス ト か ら 除 外 す
る 機 能 を 持 つ の で は な い か ？　 現 実 の 配 偶 者 選 択
で は 、 わ れ わ れ は 必 ず し も も っ と も 望 ま し い 異 性
を 配 偶 者 と し て 獲 得 で き る わ け で は な い 。 そ の た
め 、“ 配 偶 者 候 補 リ ス ト に は 、 も っ と も 望 ま し い
異 性 だ け で は な く 、 多 く の 候 補 者 が 記 入 さ れ る こ
と に な る 。 普 通 は 、 嫌 悪 や 接 触 回 避 の 対 象 と な る
異 性 を 配 偶 者 に は 選 ば な い か ら 、こ れ ら の 異 性 は 、
配 偶 者 候 補 リ ス ト か ら は ず す こ と に な る 。 す な わ
ち 、 嫌 悪 感 や 接 触 回 避 は 、 配 偶 者 候 補 リ ス ト の 下
限 を 規 定 す る も の と し て 機 能 し て い る と 考 え ら れ
る
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。　
・
4 。スティグマ人物に対する回
避：河野らの調査から
4-1. 研 究の目的
これまで、河野らは、スティグマ的特徴を持つ
異性 そのため、配偶者候補となることが不利
に対する接触回避の性差についで検討に な る
し て き て い る （Kawano,  Hanari,  ＆Ito,2008 ； 伊
藤 ・河 野 ・羽 成 、2009 ； 羽 成 ・河 野 ・伊 藤 、2010a 、
b）。 以 下 、 こ れ ら の研 究 の 一 部 を 、 実 際 の 手 続 き
に即 し て 紹 介 す る 。　　　　　　　　 ．　d　　　
’
彼 ら は 、次 の 仮 説 、「繁 殖 適 齢 期 の 人 々 が 、後 述
羽成隆司・河野和明・伊藤君男／配偶者選択の点から見た身体に対する接触回避の適応的意義
するスティグマ的属性をもつ人物との直接または
間接的な接触場面の想定を求められたとき、女性
回答者は、スティグマ女性よりもスティグマ男性
に対して強い接触回避の意志を示すであろう。な
ぜなら、女性は配偶者選択における失敗のコスト
が男性より大きいため、望ましくない特徴を持つ
異性を強く回避することが、繁殖成功にとって合
理的であるからである。」の検証を行うために、大
学生の男女を対象にして次のような質問紙調査を
行った。
4-2. 調 査方 法　　　 ＼
質問紙では、スティグマ的人物として、以下の
7 種類の男性と女性が想定された；(1)片腕がない
自分自身と同世代の男性と女性、(2)知的障害のあ
る自分白身と同世代の男性と女性、③顔全体に重
度の火傷跡のある自分自身ど同世代の男性と女
性、(4)生まれつ き顔が醜い自分自身と同世代の男
性と女性、⑤子どもを虐待死させたことがある自
分自身と同世代の男性と女性、(6)カード破産した
自分自身と同世代の男性と女性、(7)よぼよぼの老
人である男性と女性。こ れらのスティグマは、
Buss  (1998) において配偶者選好の際に重視され
てい た属性であ る、健康(good health) 、知 性
( intelligence  )、身 体 的 魅 力(physical
attractiveness)、子 どもを望 むことべdesire for
children)、稼ぐ能力(good earning ンcapacity)、お
よび若さ(youth) の逆の極端な特徴を列挙しごき
らにその中で、被調査者にとって比較的想定しや
すい特徴と考えられるものであった。(5)と(6)以外
はいずれも身体にかかわるスティグマである。
これらスティグマ男性およびステ ィグマ女性と
の直接 または間接的な身体接触場面について、以
下の8 種類が想定された；(1)じかに箸を入れて同
じ鍋料理を食べる、(2)握手する、(3)小さなテーブ
ルで向かい合って話をする、(4)その人が長時間
座ったイスに座る、⑤その人がずっと使っていた
コップで飲み物を飲む、(6)人工呼吸で自分の口か
ら そ の 人 の 口 に 息 を 吹 き 込 む 、(7)そ の 人 が 入 っ た
後 の お 風 呂 に 入 る 、(8)そ の 人 が 使 っ た 後 の 洋 式 ト
イ レ に入 っ て 大 用 を 足 す 。 そ れぞ れ の 身 体 接 触 場
面 に お い て、 前 記 の ス テ ィ グ マ 男 性 、 ス テ ィ グ マ
女 性 と接 触 す る こ と を、 ど の 程 度 し た くな い と 感
じ る か を7 段 階(1. ま っ た く 平 気 ～7. 非 常 に
し た く ないト で 回 答 者 に 評 定 さ せ た。
さ ら に、 質 問 紙 の 最 後 に、Haidt,  McCauley,  ＆
Rozin  (1994) に よ る 嫌 悪 尺 度 へ の 評 定 が 求 め ら
れ た 。 こ れ は 、 一 般 的 な 嫌 悪 的 状 況 に 対 す る 反 応
の 性 差 を 確 認 す る た め で あ っ た 。 こ の 嫌 悪 尺 度
は 、8 つ の 領 域 か ら 各4 項 目 の 計32 項 目 か ら 構
成 さ れて い た 。8 つ の 領 域 と は、 食 べ 物(food) 、
動 物 的 属 性(animals) 、 身 体 か ら の 排 出 物(body
products) 、 セ ッ ク ス(sex) 、暴 力 的 な 身 体 の損 傷
(envelope violations) 、 死(death) 、 不 衛 生
(hygiene) 、 迷 信 的 な思 い 込 み(magic thinking)
で あ っ た。
4-3. お も な結果 お よ び考 察
調査の結果は、上述の仮説に合致した性差を示
した。女性回答者は、ほとんどのステ子グマお よ
び実在人物 において、スティグマ女性よりもス
ティグマ男性に対して大きな接触回避得点を示し
た。一方、男性回答者では、“生まれつき醜い顔”
を除いて、異性を同性よりも強く回避するような
傾向は見られず、スティグマ男性とスティグマ女
性両方に対して同程度の回避得点 を示し た。ま
た、スティグマ男性に対する回避得点は、男性回
答者より女性回答者で大きく、スティグマ女性に
対しては、“生まれつき醜い顔”が男性回答者で高
かったことを除いて、回答者の性差は見られな
かった。 Haidt et al による嫌悪尺度の結果では、
女性回答者は、男性回答者よりも一般的な嫌悪状
況に敏感であったことから、“基本的”には、女性
は男性よりも嫌悪事態に敏感であるが、対人場面
においては、対象の性によって回避の程度を変化
させると思われる。
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このような結果を説明するためには、進化心理
学的視点にもとづいた配偶者選択の要因からの解
釈が有効であろう。すなわち、女性は配偶者選択
における失敗のコストが男性より大きいため、望
ましくない特徴を持つ異性を強く回避すること
が、繁殖成功にとって合理的なのである6 とくに
進化心理学者に広く受け入れられているいわゆる
進 化 的 適 応 環 境（EEA ； Environment of
evolutionary adaptation）では、望ましくない男
性を回避することはいっそう合理的に働くであろ
う。 EEA およそ200 万年から4 万年前の環
境で、この期間に現在のヒトの心の原型ができあ
がったと想定する（Cartwright, 20㈲ は、未
熟な技術と、血縁者を中心とした比較的少数の集
団における親密な個体間の関係から構成されてい
たと考えられている。 EEA においては、配偶者
選択の失敗は、自分自身だけでなく、家族および
血縁者にとっても、より大きな適応上の高いコス
トを強いるものであったであろう。なお、女性が
男性よりも一般的な嫌悪状況に敏感であるという
“基本的”な性差についても、繁殖上の性差の観点
から、部分的に説明が可能である。すなわち、妊
娠と出産をしなければならない女性にとって、有
害な対象によって健康を損なうことは、繁殖の失
敗に直結するので、嫌悪状況には、男性以上に敏
感でなければならないので ある。
男性回答者は、“生まれつき醜い顔”においての
み、スティグマ男性よりもスティグマ女性に対し
て回避得点が大きかっ た。また、スティグマ女性
においては、女性回答者より回避得点が大きかっ
た。これは、男性における配偶者選好の重要な特
徴の一つノ 男性は女性に比べ、配偶者の身体的魅
力を重視する」（Buss,  1989,1999 ）と合致する。
この結果が、同様に身体的魅力 の欠如である火傷
ではなく、遺伝的に決定されている“生まれつき
醜い顔”で現れている点にも注意が必要である。
男性にとって、遺伝的に外見が魅力的な女性を選
奸することは。優れた子どもをより多く残すとい
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う目的にとって重要な戦術である。遺伝的な身体
的魅力の欠如どいうスティグマを持つ女性に対し
て回避の程度が大きかったことは、この戦術の重
要性を反映しているのであろう。
5 。結論
本論考では、身体に対する接触回避に着目し、
スティグマ的特徴を持つ、自身と同年代の異性と
のコミュニケーション場面において生じる接触回
避について、河野らの調査結果をもとに検討して
みた。河野らの研究では、スティグマ的特徴を持
つ人物に対して接触を回避しようとする背景に
は、配偶者選択における性差の要因が潜在的に関
与している可能性が示された。すなわち、女性は、
同性のスティグマ人物よりも異性のスティグマ人
物に対して大きな接触回避を示す一方、男性では、
このような性による差異は一部のスティグマにお
いてしか見られなかった。このような反応の違い
は、女性が配偶者選択における失敗のコストが男
性より大きいため、望ましくない特徴を持つ異性
を強く回避することが、繁殖成功にとって合理的
であるという繁殖上の性差に依存したものである
と考えることができる。この結果は、本研究の目
的で述べた仮説に合致したものであり、身体に対
する接触回避の適応的意義を指摘するものと言え
る。
ただし、河野らの結果のみから、接触回避の適
応的意義を才般化することには慎重でなければな
らない。この解釈を補強するためには、たとえば、
繁殖適齢期間が男性に比べて限定される女性回答
者の年齢を変数にした本研究と同様の分析が有効
であろう。繁殖適齢期の女性と、坤高年以降の女
性を比較すると、男性に対する回避の程度が、中
高年以降の女性では小さくなるかもしれない。接
触回避と配偶者選択との関係を明らかにするため
には、さらにデータの蓄積が必要であり、今後も
羽成隆司 ・河野和明 ・伊 藤君男 ／配偶者選択 の点 から見た身体 に対 する接 触回避の適応的 意義
調査を続けていきたいと考えている。
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